
こ こ にも 、 一つの物語。
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　 商工会では、『 地域の先駆者 ニーズに応える  商工会』 を

ス ロ ーガン に掲げ、 支援機関と し て事業者の経営や技術の

改善のために、 金融や経営、 労働など の相談・ 指導を行い、

加えて豊かな地域づく り と 商工業振興、 社会一般の福祉増

進など 総合的な活動に力を 注いでいま す。

　 過疎化が進む本町で、 事業承継に悩む事業者に持続可能

な操業を 支援する こ と が産業活性化の鍵と 話す事務局長の

太田稔人さ ん。「 社会情勢や時代の変化に伴っ て 、 事業者

のニーズも 多様化し ていま す。 事業者ごと に相談体制を 整

え、 中小企業診断士など 専門家と 協力し ながら 、 経営支援

の強化に努めていま す」 と 力を込めま す。

　 また、 コ ロ ナ禍に加え、 LIN E ク ーポンや電子決済と いっ

たデジタ ル化のほかイ ン ボイ ス 制度など、 経営環境の変化

に対応を迫ら れる 事業者へ支援体制を整える 同会。「 事業者

に必要な情報を 収集し て確実に届けたい。 そし て町内外に

は、地域の魅力を積極的に発進し たい」と 太田さ んは話し「 地

域の活力は既存事業者の元気が欠かせない。『 廃業』 さ せな

いよ う に伴走支援を 継続し 、 関係各所と 連携を 取り ながら

手厚く サポート し ていき たい」 と 力強く 語り まし た。

地域の産業に活力を生み出す
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働 くこ の で町

　 商工会は、 町のさ まざまな企業や商店の事業計画

や経営方針の作成を支援し たり 、 料理提供の仕方な

ど実際の商売のための指導をし たり 、 お客さ んの利

用や売上・ 利益を 伸ばすためのさ まざまなサポート

をし たり し ているそう です。

　 中森さ んが仕事を するう えでこ だわっ ているこ と

は、「 お客様の要望に柔軟にお応えする」 こ と だそう

です。 川根本町は観光業が多い印象でし たが、

地域にはいろいろなビジネスをさ れている人が

いて、 さ まざまな相談に応えら れる よ う 努力

さ れているのは、すごいと 思いまし た。

社会人とし てのこだわりは？

さん

町にはたく さ んの企業があり 、 そこ では多く の人が働いています。

こ のコ ーナーでは、 そんな企業の思いを紹介し 、 働いている人の

社会人とし てのこだわり などを川根高校生がリ ポート し ます。

”頼られる存在に　
　 　 　 　 なり たい！”

町のイ ベン ト や色々な と こ ろ

で 支援を し て いて、 知ら な い

と こ ろで町を支えている！

川根本町商工会のここがすごい！
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１
月
21
日
、
川
根
本
町
文
化
会
館
で
、

中
川
根
語
り
部
の
会
「
話
楽
座
」
が
主
催

し
た
「
第
24
回
昔
ば
な
し
語
り
部
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
感
染
症

対
策
の
た
め
、
座
席
の
間
隔
を
開
け
、
マ

ス
ク
の
着
用
を
し
な
が
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

演
目
で
は
４
名
の
語
り
手
に
よ
る
講
演

と
、
ゲ
ス
ト
の
岡
尾
智
津
子(

静
岡
市)

さ
ん
に
よ
る
朗
演
に
会
場
が
聞
き
入
り
ま

し
た
。

　「
話
楽
座
」
は
、
平
成
11
年
に
地
域
お

こ
し
の
一
環
と
し
て
発
足
し
、
活
動
メ
ン

バ
ー
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
副
会
長
の
薗
田
光
枝
さ
ん
は
「
自
分
の

気
持
ち
で
語
る
こ
と
が
コ
ン
セ
プ
ト
。
物

語
は
語
り
継
が
れ
る
も
の
で
時
代
と
と
も

に
少
し
ず
つ
変
化
す
る
か
ら
、
理
屈
で
は

な
く
感
じ
た
ま
ま
に
素
直
に
受
け
取
っ
て

ほ
し
い
」
と
語
り
ま
す
。

　「
恋
の
代
」
や
「
信
州
猫
檀
家
」、「
水

川
の
渡
し
」
な
ど
、
主
に
旧
中
川
根
と
旧

本
川
根
に
伝
わ
る
民
話
に
つ
い
て
語
り
継

い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
地
元

の
昔
話
を
聞
く
こ
と
で
ふ
る
さ
と
の
良
さ

を
知
っ
て
ほ
し
い
と
話
し
ま
す
。

　
特
別
ゲ
ス
ト
に
は
、
町
内
の
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
の
18
名
か
ら
成
る
ダ
ン
ス

グ
ル
ー
プ
「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
☆
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
」

が
招
か
れ
、
８
曲
の
音
楽
に
あ
わ
せ
て
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
踊
り
ま
し
た
。
息
の
合
っ

た
ダ
ン
ス
と
迫
力
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

に
会
場
は
拍
手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。
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れ
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」

薗
そ の だ

田　 はる さ ん（ 上長尾区）

「
水み

ず
か
わ川

の
渡わ

た

し
」

中
なかはら

原　 すま 子
こ

さ ん（ 地名区）

「
野の

も

り守
の
赤あ

か
う
し牛

」

奥
お く の

野 恵
え み こ

美子さ ん（ 梅高区）

「
恋こ

い

の
代し

ろ

」
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